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利用と疑似科学信奉との関連（ ）
―利用頻度，利用動機の観点から―

○佐藤広英（信州大学） 菊池 聡（信州大学）

キーワード： ，疑似科学，利用動機

問 題

疑似科学や超常信奉の主張には情報の非対称性

が顕著に見られ，マスメディアや書籍には肯定・

推進側の情報が多く流され，懐疑的な情報が少な

い。一方，SNS の普及は我々の情報環境を大きく

変え，懐疑的な情報も比較的容易に入手可能とな

った。しかし，Twitter 上においては，偽のニュー

スの方がその情報の新規性や感情反応の高さが故

に正しいニュースよりも拡散されやすいことも示

されている（Vosoughi et al., 2018）。こうした SNS
上での情報接触と疑似科学信奉との間の関連につ

いては，従来検討されていない。そこで，本研究

では，Twitter 利用に焦点をあて，疑似科学信奉と

の関連について検討することを目的とする。

方 法

調査対象者 Yahoo!クラウドソーシングを用い

てウェブ調査を実施した。不良回答を除外し，最

終的に 20～59 歳の 1,935 名（女性 727 名，年齢：

M = 42.75）を有効回答とした。

調査内容 （a）疑似科学信奉：菊池（2018）の

疑似科学信奉 18 項目 5 件法を用いた。（b）情報処

理スタイル：内藤・鈴木・坂元（2004）の情報処

理スタイル尺度（合理性-直観性）短縮版 24 項目

5 件法を用いた。（c）Twitter 利用：Twitter 利用の

有無について尋ねた。利用者については，利用頻

度（1 週間あたりのおおよその閲覧回数を 8 段階

評価），利用動機（北村・河合・佐々木（2016）の

Twitter 利用動機尺度 18 項目 5 件法）を尋ねた。（d）
その他：性別，年齢，最終学歴（大卒以上か否か）

について尋ねた。

結果と考察

疑似科学信奉について未知科学 3 項目を除き因

子分析（主因子法バリマックス回転）を行った結

果，「日常系」「超常系」「医療系」の 3 因子が抽出

された。疑似科学信奉，情報処理スタイル（合理

性，直観性），Twitter の利用動機（オンライン人

気獲得，既存社交，娯楽，情報獲得）各下位因子

を構成する項目の平均値を算出し，各尺度得点と

した。なお，合理性は疑似科学信奉との関連がみ

られなかったため，娯楽動機は多重共線性の問題

のため，それぞれ分析から除いた。

Twitter 利用の有無，性別，年齢，学歴，直観性

を説明変数，疑似科学信奉各得点を目的変数とし

た重回帰分析を行った。その結果，Twitter 利用者

では非利用者よりも超常系，日常系の得点が低く，

疑似科学を信奉する程度が低かった。また，女性，

年齢が高い者，最終学歴が低い者，直観性が高い

者ほど疑似科学を信奉する程度が高かった。

次に，Twitter 利用者（n = 742）のみを対象とし，

利用頻度，利用動機の各得点，性別，年齢，学歴，

直観性を説明変数，疑似科学信奉各得点を目的変

数とした重回帰分析を行った（Table 1）。その際，

利用頻度の高群・低群ごとの分析も行った。その

結果，次の二点が示された。第一に，関連は小さ

いものの，利用頻度が多いほど疑似科学を信奉し

ていないことが示された。Twitter 上の懐疑的な情

報の多さによるものと推察される。第二に，利用

動機の種類によって疑似科学信奉との関連が異な

り，特に，オンライン人気獲得動機が高いほど疑

似科学を信奉しやすいことが示された。これは，

利用動機によって Twitter 上で接触する情報の種

類が異なるためと推察される。

説明変数

性別(0=男性, 1=女性） -.05 .07 * .09 * -.09 .05 .00 -.03 .08 + .15 **

年齢 .09 * .09 * .09 * .07 .05 .04 .10 * .12 ** .12 **

最終学歴 -.08 * -.08 * -.14 ** -.06 -.06 -.10 + -.10 * -.10 * -.18 **

直観性 .26 ** .28 ** .22 ** .21 ** .19 ** .24 ** .31 ** .34 ** .18 **

利用頻度 -.13 ** .01 -.06 + -.09 + .03 -.04 -.04 .05 -.04

オンライン人気獲得 .21 ** .05 .09 + .26 ** .14 + .18 * .19 ** -.02 .05

既存社交 -.05 -.02 -.06 -.16 * -.10 -.14 + .04 .04 -.02

情報獲得 -.03 .04 .08 + -.03 .02 -.05 -.03 .04 .16 **

R 2 .15 ** .11 ** .11 ** .10 ** .06 * .09 ** .18 ** .16 ** .15 **

全体(n  = 742) 利用頻度低群(n  = 449)利用頻度高群(n  = 299)
日常系医療系 超常系 日常系

Table 1 Twitter利用頻度，利用動機と疑似科学信奉との関連

医療系 超常系 日常系 医療系 超常系
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問 題

科学的主張の外観を持ちながら，実際には適切

な科学的方法論が適用されていない言説は疑似科

学 もしくはニセ科学と呼ばれ こ

れらに対する肯定的な信念は 疑似科学信奉とし

て超常信奉の一部に位置づけられる。こうした信

奉はテレビ番組などのマスメディア接触によって

促進されるが 真嶋 小城・坂田・川上 ，

その背景には マスメディアでは肯定的な情報が

偏って流通し，逆に懐疑的・批判的な情報が非常

に少ない情報の非対称性が顕著に認められる。こ

れに対し，インターネットでは一般市民が利用可

能な情報が飛躍的に増え，懐疑的な情報も容易に

入手可能になっている。そのため疑似科学への多

面的で批判的な吟味が行われる素地がある。一方

でネット上のコミュニティは関心を共有する同質

性の高い集団を形成し，異質な情報を排除して内

部的に閉じられた確証的な情報交換に向かう性質

がある（エコーチェンバー効果）。こうしたネット

利用形態の違いにより疑似科学信奉は異なる影響

を受けるのではないだろうか。

方 法

調査対象者 クラウドソーシングによる

調査。自由記述質問への記載があった回答者

名。その後の分析にはトラップ質問を用い

て絞り込んだ 名 平均 歳

男性 名，女性 名 を分析対象とした。

調査内容 ）疑似科学信奉尺度 項目「医療系」

「日常系」「超常系」） 北村・河合・佐々木（ ）

による Twitter 閲読状況尺度 項目「公共情報」

「趣味・娯楽情報」「友人・知人情報」 。 内藤・

鈴木・坂本 による情報処理スタイル尺度（合

理性 直観性 項目 どのような疑似科学（ニ

セ科学）を知っているかついての自由記述。

結果と考察

自由記述に見られた疑似科学の認識

思いつかない・わからないという回答は 人

。これらを除いた 件を カテゴリに

分類カウントした。健康医療系のサプリメントや

「水」関係の商品が多く 一般の関心の高さがうか

がえる 。疑似科学とは言えない伝承迷信

も挙げられたが，心理学専門家（日本心理学会調

査小委員会 で多かった母性神話・三歳児神

話や能力開発系はほとんど見られなかった。

記述された疑似科学のカテゴリ

サプリメント・健康美容食品

水素水・機能水

血液型性格判断

・宇宙人

占い・心理テスト

種々の健康法・器具

心霊・前世

その他

での情報接触と信奉について

利用者数 名を対象に，閲読状況と

情報処理スタイルを説明変数，疑似科学信奉を目

的変数とする階層的重回帰分析を行った。その結

果，直観性の高さが信奉と関連するとともに，主

として日常系の疑似科学の場合，直観性と公共情

報，および直観性と趣味娯楽情報の閲覧で交互作

用が見られた 。単純傾斜検定の結果，

直観性が低い人では で趣味娯楽情報に触

れる頻度が多いと信奉が高く，逆に公共情報閲覧

が多いと信奉が低かった。直観的な思考が高いと

閲覧情報の違いが見られなかった。直観的に頼ら

ない情報処理スタイルを持つ場合， 閲覧

の多寡は，その内容によって疑似科学信奉と逆方

向の関係を示すことが明らかとなった。

疑似科学信奉と， 閲覧状況および情報処理スタイル（直観性）の関係


